第５３回　京都句会 ＭＥＭＯ　　　　　　　　　　  2017/8/01（火）
吟行地 曼殊院
句会場 キャンパスプラザ 京都
１４:００～１７:３０
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔参加者〕　　 　　7名
今月の吟行は、先月に台風の接近で延期した曼殊院へ行きました。見ごたえがありましたね～　驚きと感心の連続でした。
【 定例句会 】
河原地さんの選句
清め砂盛りし土俵や夏の月　　　　　　徒歩　

俎板の血の染み削る盆の月　　　　　　忽布
芙美子忌や夜道にひびく旅鞄　　　　　佳子
ラベンダー畑の向かう夏の富士　　　　悦枝
【特選】人を待つ灯り初めたる鉾の辻　　　　　万里子
清め砂盛りし土俵や夏の月　先月の名古屋場所の風景でしょうか？ 大抵は朝稽古とか昼間の句が多いと思うのですが、これは、もう誰も人がいなくなった夜の土俵。この静かな場面をもってきたところがお手柄だと思いました。（英武）
気になる点を敢えて書くなら・・・ 今までに、過去の助動詞「き」に存続の意味を持たせて良いかが話題になってきました。この場合でしたら、「盛れる」か「盛らるる」などとしないと目の前に清め砂は無いこととして解釈してきたでしょうか。
また、視線は「清め砂の土俵」にフォーカスされるでしょうから、ぐんと引いて月が見える景色とするなら、「視線が動く」といったことで意見が交わされたところでしょう。確かな答えはありませんが、句作において頭の中に置いておきたい点だと思いました。（哲半）
俎板の血の染み削る盆の月　皆さんが仰っていますが、この句、すごく迫力がありますよね。血天井の句はよく作りますけれど、俎板で血の染みまで言った句は無かったのではないでしょうか。それが、お盆と響き合っていて・・・
ちょっと、おどろおどろしい感じも面白いと思いました。（英武）
俎板を削るというのは、当然ながら木の俎板。今の時代で使っている所は高級店でしょうし、そんな所へはなかなか行く機会がありません。また、ご自身であったなら、こだわりの品々を振る舞う作者が浮かぶように感じました。いずれにしても、そんな暮らしがちょっと羨ましくも感じました。（哲半）
芙美子忌や夜道にひびく旅鞄　「夜道にひびく」というのは、玉の付いていてゴロゴロとひくタイプのことでしょうね。どなたか先におっしゃいましたが、まさに放浪記なんですよね。もう一句、海峡の橋渡りゐる芙美子の忌 という句もありまして、めったにない季語ですから同じ作者だと思っていましたら違う方でしたね。よくこんな季語を使って詠まれるなと感心していただきました。（英武）
ラベンダー畑の向かう夏の富士　原句では、ラベンダー畑の向かふ夏の富士 とされていましたが、「向かう」で結構です。動詞のときは「向かふ」としますが、この場合、名詞になりますので「う」でいいです。とても綺麗な句で、ラベンダーと夏の富士、清々しさがスッーと胸に染み込んできました。（英武）
きれいなお句だと思いましたが、今、読み返しますと、ラベンダーが夏の季語なので、夏の富士とどちらに重心があるだろうかと悩みました。（哲半）
人を待つ灯り初めたる鉾の辻　決まりがある訳ではありませんが、動詞が三つ続くのが、やや煩わしく感じましたがいかがでしょう？（徒歩）
動詞を多くしますと説明的になりますので、どうしても良い句になるのが難しいと思います。山口誓子なんかは、本当に動詞の多い句ばかりを作っていますよね。掲句、難易度は高いですけど、字面を見ていてもいいかと思いました。（英武）
＊＊＊＊＊＊＊

正門も屏もなき文屋風薫る　文屋（ふや）を知っている方が少なかったのではないでしょうか。意味としては学校のことだそうですが、字数の都合で掲句のように詠まれました。実景は名古屋大学のことだそうですが、そうすると、名古屋大学が文屋でいいだろうか？ といったコメントがありました。（哲半）
花火待つビルの屋上夏つばめ　ちょっと、季重なりが強いかな・・・私だったら、花火待つビルの屋上夕つばめ とするでしょうか。　　花火の句というのは分かりますが、「夏つばめ」とくると、夏が季語だと強く主張すると思います。（英武）
椅子尽きて土用鰻の長き列　よくわかる句と思いますが、「椅子尽きて」の後にもう一つ動作が見えるといいですよね。もうひとつ時めくものが欲しいです。（英武）
桑名への渡し待つ間の一夜酒　いろいろと話題になりました。作者は、「フィクションで詠んだのですが、いいですか？」と尋ねられ、「別にダメということはないでしょう。俳句を読んで、その世界に私が身を置きたいというように思わせるような句であればいいんじゃないでしょうか。」とコメントされていました。
採られた方も含めて、<一夜酒 >（甘酒）の季語を、夜に一杯やってるものと思い込まれていた方が多かったようです。採った方はだまされたなどと冗談交じりにおっしゃっていましたが・・・　話の流れで、河原地さんが「句作で使う季語が少ないと思ったことはありませんか？ もっと多くの季語にチャレンジする姿勢でありたいものですね。」とおっしゃっていました。
風凪の醤油工場大豆蒸す　季語は、<風凪>を<風死す>としていただいたのですが、ひょっとしたら<大豆>で秋の句だったのかと不安になってきました。（哲半）
噴水に嘴光るひもす鳥　「ひもす鳥」とはカラスの異称。今月は、いろいろと難しい言葉が多かったように思いました。（哲半）
風を無み満目の稲出穂す　文法の本では見たことがありましたが、句会でこういった詠まれ方の句を目にするとは思っていませんでした。ここで文法のおさらい！
「体言＋（を）＋語幹＋み」のかたちをとって、「～が～なので」として原因・理由を表す語幹用法のひとつ
山深み春とも知らぬ松の戸に絶えゞかゝる雪の玉水（式子内親王『新古今和歌集』）
袖よごすらん田螺の蜑（あま）の隙（ひま）をなミ　芭蕉
ク活用「深し」「なし」の用例。式子内親王の歌の下線は「山が深いので」、芭蕉の句の下線は「隙がないので」の意。　
俳句で楽しく文語文法 山西雅子　角川選書より
ということで、掲句は「風が無いので見渡す限りに稲の穂が出ているよ」といった自然との一体感が詠まれています。
＊＊＊＊＊＊＊

＜ 今日の一句 ＞

ラベンダー畑の向かう夏の富士　　　悦枝

かたはらに蛙来てゐる魂迎へ　　　　俊雄

人を待つ灯り初めたる鉾の辻　　　　万里子

俎板の血の染み削る盆の月　　　　　忽布

鈍色に湖澱む大暑かな　　　　　　　秋麦

桑名への渡し待つ間の一夜酒　　　　徒歩

営業の鞄食ひ込む肩に汗　　　　　　哲半

蟬しぐれ巨石を祀る闇深し　　　　　佳子

浴衣着て都大路を大股に　　　　　  英武

句会ＭＥＭＯの句は、ネット上にアップされています。毎月、作者にお断りしておりませんので、他に投句するつもりでおられる方など、ご都合の悪い方は、勝手言いますがメールにてお知らせください。早急の削除ということで対応させていただきます。
ご意見等がありましたら、よろしくお願いいたします。　ぺこり
